
 

第１学年 体育科 学習指導案 
授業者：杉﨑 莉絵  
会場： 体 育 館  
対象：１年３組３５名 

                 
１ 単元名 的当てゲーム「ねらって 投げて お宝ゲット！」 

  

２ 単元の目標 

知識及び技能 
ボールゲームの行い方を知るとともに、簡単なボール操作と攻めや守りの動きによ
って、易しいゲームをして遊ぶことができるようにする。 

思考力，判断力，表現力等 
簡単な規則を工夫したり、攻め方を選んだりするとともに、考えたことを友達に伝え

ることができるようにする。 

学びに向かう力，人間性等 
ゲームに進んで取り組み、規則を守り誰とでも仲よく運動をしたり、勝敗を受け入れ

たり、場や用具の安全に気を付けたりすることができるようにする。 

 

３ 単元の評価規準 

 単元の評価規準 

知識・技能 
① ボールゲームの行い方について、言ったり実際に動いたりしている。 

② 簡単なボール操作によって、ゲームをして遊ぶことができる。 

思考・判断・表現 

① 楽しくゲームができる簡単な規則を選んでいる。 

② 攻め方を選んでいる。 

③ 友達のよい動きを見付けたり、考えたりしたことを友達に伝えている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

① ボールゲームに進んで取り組もうとしている。 

② 順番や規則を守り、誰とでも仲よく運動をしようとしている。 

③ 勝敗を受け入れようとしている。 

④ 用具等の準備や片付けを、友達と一緒にしようとしている。 

⑤ 場の安全に気を付けている。 

 
４ 研究テーマと本単元のつながり 
（１）児童の実態 

   本学年の児童は、「体育の授業が好きですか」という設問に対して、 
「はい」と答えた児童が 91.8％「どちらでもない」5.1％「いいえ」3.1％   
という肯定的な結果が出ている。また、「ボール遊びは楽しいですか。」   
という設問に対して、「はい」と答えた児童が 85.6％「どちらでもない」  
6.2％「いいえ」8.2％という結果になっている。「どちらでもない」または 
「いいえ」と答えた児童の理由は「当たるのが怖い。」「投げるのが得意 
ではない。」といったボール投げの経験不足や苦手意識からくるものが多  
く、児童の運動経験に差があることが読み取れる。 

   そのため、児童一人ひとりが的当てを十分に楽しみ、ボールを投げる  
楽しさ、的に当たる喜びに触れた上で、ゲームに取り組めるようにした。 
 

 （２）低学年分科会が本単元で目指す具体的な児童の姿 
 
 
 
 
 
 （３）研究テーマにおける教材観 

   本単元を行うと、ゲームの中で見られる一人ひとりの得意な動きや工夫に気付きあうことができるという理由

で、お互いの良さを認め合うことができる。的当てゲームでは、思いきりボールを投げることができる児童、ね

らいを定めて投げることができる児童、友達に声を掛けて協力しようとする児童など、それぞれの良さが表れや

すい。自分に合った場や用具を選んだり、簡単なルールや攻め方について話し合ったりする活動を通して、友達

の動きや考えの良さに気付き、認め合いながらゲームに取り組むことができると考える。 

   また、本単元で、簡単な規則のあるゲームを友達と協力して行おうとする態度や、勝敗に関わらず楽しく運動

に取り組もうとする態度を育てることで、みんなが笑顔で活動できると考える。運動の特性を捉え、話し合いを

通して工夫しながらゲームを行うことで、友達と仲よく関わり合い、勝っても負けても互いを認め合う姿が育つ。

このような経験を積み重ねることが「一人ひとりの良さを大切にし、お互いの良さを認め合い、みんなで笑顔に

なる学校生活」につながると考える。 

ゲームを創り、みんなが楽しめる規則の工夫を考え、 
ゲームを思い切り楽しめる児童 



 

５ 研究主題に迫るための手だて 

 （１）“ひと”～教師の関わり方～ 

【授業のねらいに応じた言葉掛け】 

 研究主題に迫るためには、毎時間のねらいに応じた声掛けを教師が意図的に行うことが大切である。以下のよ

うに言葉掛けを整理し、知識及び技能の習得を図りながら、子どもたちの思考を深めるために発言を促したり、

気付いていない視点を提示したりする。 

授業の 

ねらい 

「知識及び技能」 

を重点とした場面 

「思考力、判断力、表現力等」 

を重点とした場面 

「学びに向かう力、人間性等」 

を重点とした場面 

主な 

言葉掛け 助言（称賛） 発問 称賛 

言葉掛け 

例 

「投げる場所を変えてみよう。」 

「的をよく見て投げてみよう。」 

「いろいろな投げ方をしてみよう。」 

「どうしたら、たくさん的に当てら

れるのかな。」 

「もっと楽しいゲームにするには、 

どうしたらいいかな。」 

「友達のどんなところがよかったの

かな。」 

「約束を守っているね。」 

「勝っても負けても、気持ちのよい 

挨拶をしているね。」 

「みんなで協力して準備や片付けを

しているね。」 

  

（２）“もの”～学習環境の工夫～ 

【規則・場・用具の工夫】 

   ゲームの学習指導では、友達と協力してゲームを楽しくする工夫や楽しいゲームをつくり上げることが、児童

にとって重要な課題となる。児童の思い・困り感を基に、考えられる規則の工夫を児童から生み出していく。全

員が納得のいくゲームになることを目指す。そのために、教師が児童の思いや困り感を把握し、工夫される規則

を（人・場所・物・得点・時間等）を想定しておく。 

児童の思い・困り感 規則・場・用具の工夫 期待される効果・変容 

・たくさん得点したい。 ・数的優位をつくる。 

・的の種類を増やす。 

・的によって得点方法を変更する。 

・得点が取りやすくなる。 

・自分の持っている力に合わせて、楽しむことがで

きる。 

・ボールが飛んでくるのが怖い。 ・衝撃の少ないボールを使用する。 ・恐怖心がなくなり、積極的に参加できる。 

・ルールが難しい。 ・自分たちで納得のいくルールを学級

全体で選択する。 

・規則や場を掲示する。 

・毎時間成功体験を積み、進んで学習に取り組め

る。 

・掲示物を見て、確認することができる。 

・自分が得点できない。 ・一人一個ボールを持つ。 

・フリーゾーンを設ける。 

・的を当てる楽しさに触れることができる。 

・落ち着いてボールを投げることができる。 

・簡単に当てられて、つまらな

い。 

・守りを入れる。 ・簡単には当てることができなくなる。 

・チームで話し合って攻め方を選ぶ必要が出てく

る。 

  

（３）“こと”～学習過程の工夫～ 

【段階的に楽しさを広げる学習過程】 

   本単元では、学習の初期段階から児童全員が「的当て」の楽しさを十分に味わえるよう、段階的な学習過程を

設定した。下の ように、個人で運動を楽しむ時間を十分に確保したうえで、少しずつゲームを発展させていく

学習過程を構成することで、児童全員が安心して取り組み、楽しさと達成感を味わえる授業づくりを目指した。 

段
階 

単元前半 単元後半 

ゲームとの出合い 
みんなが楽しめる規則を選んでゲームをする 

攻め方を選んでゲームをする 

学
習
活
動 

 

試しのゲーム 

個人で的当てを 

楽しみ、的に当てる 

感覚を確かめる 

 

ふりかえり 

規則を確認したり 

児童の思いや願い 

を聞いたりする 

 

 

 

 

 

 

 

規則を工夫したゲーム１ 

場や得点の方法などを選んで、 

ゲームを行う 

 

３組タイム 

児童の発言を基に、規則を加えたり、得

点要素を取り入れたりする 

 

規則を工夫したゲーム２ 

ゲーム１の規則を工夫して、 

段階的にゲーム化する 

 

ふりかえり 

どうしたら、みんなが楽しめる 

ゲームになるかを振り返る 
 

 

攻め方を選んだゲーム１ 

個人やチームで攻め方を選んで 

ゲームを行う 

 

おうち会議 

チームでゲームをふりかえり、 

次のゲームの攻め方を選ぶ 

 

攻め方を選んだゲーム２ 

ゲーム１やおうち会議を生かして 

ゲームを行う 

 

ふりかえり 

どうしたら、ゲームに勝つことが 

できるかを振り返る 
 



 

６ 単元の指導と評価の計画  

時 １ ２(本時) ３ ４ ５ ６ 

ね
ら
い 

学習の見通しをもつ 

ゲームの行い方を知り、 

簡単な規則を工夫して 

みんなで楽しくゲームをする 

攻め方を選んで、 

みんなで楽しくゲームをする 

学
習
内
容
・
活
動 

オリエンテーション 

１ 単元の学習の見通しを

もつ 

 ○学習の進め方や決まり

を知る。 

 

２ 本時のねらいを知り、 

めあてを立てる 

 

３ 場や用具の準備をする 

 ○場や用具の準備と片付

けの仕方を知る。 

 

４ 準備運動 

 ○ボール操作に慣れる運

動遊びをする。 

 

５ 的当てをする 

 ○的当ての行い方を知

る。 

 ○各場を時間で交代し、

的当てを楽しむ。 

 

６ ３組タイム 

○試したことや困ったこ

と等を共有する。 

 

７ 次時の見通しをもたせ

る 

 ○次時に行ってみたいゲ

ームや規則の工夫を出

し合う。 

８ 片付け、挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ３組タイム 

 〇ゲームの規則の確認をする。 

 

６ ゲーム１をする 

 

 

 

７ ３組タイム 

 ○規則の変更の有無を確認する。 

 ○困ったことを共有し、解決策を考える。 

 

 

 

 

８ ゲーム２をする 

 ○同じ相手と同じ場でゲームを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

知
技 

    
① 

（観察） 

② 

（観察） 

思
判
表 

 
① 

（観察、ワークシート） 

② 

（観察、ワークシート） 

③ 

（観察、ワークシート） 

態
度 

①、⑤ 

（観察） 

④ 

（観察） 

② 

（観察） 

③ 

（観察） 
  

※        は、ICT活用場面 ※評価の計画は、評価規準の番号とリンクしています。

９ 振り返り 

 ○クラス全体でやってみてうまくいったこと、もっとやってみたいこと、友達のよいとこ

ろなどを振り返る。 

10 整理運動、挨拶、片付け 

１ 集合、挨拶  

２ 本時のねらいと自己のめあてを確認する。 

３ 場や用具の準備をする。 

４ 準備運動、ゲームにつながる運動遊びをする 

５ おうちかいぎ 

 ○ゲーム１で行う攻め方を選ぶ。 

 

６ ゲーム１をする 

 ○攻め方を選んで、ゲーム１をす

る。 

 

７ おうちかいぎ 

 ○ゲーム１を振り返り、考えたこ

とや友達のよかったところを

伝える。 

 ○攻め方を選び、ゲーム２をす

る。 

 

８ ゲーム２、３をする。 

 ○対戦相手を変えて、ゲームをす

る。 

今日のゲーム日記を記す。（授業外）👀 



                          

 

７ 本時の指導（２/６時） 

（１） 本時の目標（◎は重点評価） 

◎簡単な規則を工夫して、みんなが楽しめるゲームを考えることができる。【思考力，判断力，表現力等】 

○規則を守り、誰とでも仲よく運動をすることができる。【学びに向かう力，人間性等】 

 

（２）本時の展開   

時 学習内容 ・児童の反応 ●指導上の留意点 ◎評価（評価方法） 

 １ 集合、挨拶 

 

２ 本時のねらいと自己のめあてを確認する。 

 

 

 

３ 場や用具の準備をする 

〇みんなで協力して、準備をする。 

 

４ 準備運動、ゲームにつながる運動遊びをする 

 〇チームでゲームにつながる運動遊びをする。 

 

 

 

 

５ ３組タイム 

〇ゲームの規則を確認する。 

 

６ ゲーム１ 

 〇前半２分、後半２分でゲームを行う。 

 

７ ３組タイム 

 〇ゲーム１を振り返り、規則について考えたことを

話し合う。 

C「的にたくさん当てられて楽しかった。」 

C「的にあまり当てられなかった。」 

C「的を増やしたら、当たりやすくなって楽しくなると

思います。」 

C「的の大きさや種類を変えたら、当たるのが難しくて

楽しくなりそう。」 

C「投げる位置を選べるようにしたら、どうかな。」 

 

８ ゲーム２ 

 〇規則を守ってゲームをする。 

 

９ 本時の振り返り 

 〇選んで楽しかったゲームの規則を発表する。 

C「的を３つに増やしたのが楽しかったです。」 

C「的の大きさや種類を変えたら、当たるのが難しくて

楽しくなりそう。」 

 〇次時への見通しをもつ。 

 

10 整理運動、挨拶、片付け 

●準備はチームごとに行う。準備物や場の設

定が分かるように、掲示する。 

 

 

 

 

 

 

 

●けがの防止のために適切な準備運動を行う

ように、実際に動いて示しながら伝える。 

●全員が簡単なボール操作と攻めや守りの動

きに慣れることができるように十分な時間

を確保する。 

 

●簡単な規則の工夫の仕方について、選択肢

を絞ったものを提示し、その中から選択さ

せる。規則のイメージをもてるように、場

を示したり動いて示したりしながら共通理

解を図る。 

 

 

●ゲームをやって楽しかったこと、困ったこ

とを話し合う。 

●みんなが楽しめる規則になっていたかを基

準に振り返りをし、改善する必要がある規

則は変更する。 

 

◎楽しくゲームができる簡単な規則を選んで

いる。（発言、記述） 

 

 

◎順番や規則を守り、誰とでも仲よく運動

をしようとしている。（観察） 

 

 

●全体で本時の振り返りを行い、授業後に学

習カードを記入する。 

 

きそくをえらんで、みんなで楽しくゲームをしよう 


